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　３月６日、今井地区内にある地蔵堂改築上棟式
が行われました。この地蔵堂は建物の老朽化のた
め地区内から寄付を募り新築されました。

平成１９年度予算・・・・２ｐ

職員・教職員異動・・・・４ｐ

まちの話題・・・・・・・６ｐ

　　　　　　　　　　　　ほか

「ひと～んぎ！」
今井地区“堂さん”（地蔵堂）で上棟式
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平成19年度のまちづくりがスタート
● 　 平 成 1 9 年 度 当 初 予 算 　 ●

　歳入予算の目的別内訳は右の円グラフをご覧くだ

さい。特に説明する内容等は次のとおりです。

○税制改正によって、所得税の一部が地方税に改正さ

れるため、町税が増額となりますが、ほぼこれに見

合う額の国からの所得譲与税が減額となりました。

○歳入の主体をなす地方交付税は、国の財政改革に

より対前年度比4.4％の削減計画が示されたために、

決算見込みでは前年度よりも減額となる見通しで

すが、当初予算においては、前年度よりも増額と

なっています。これは、骨格予算編成のための措

置です。

○財政調整基金繰入金や地方債については、肉付け

予算の編成において計上することとしており、当

初予算では、普通交付税の振替措置として発行す

る臨時財政対策債のみを計上しています。

　歳出予算の目的別内訳は左の円グラフをご覧くだ

さい。主な内容については次のとおりです。

○議会費

　議会の運営に必要な費用　　１億２，８３４万円

○総務費

　区運営助成金　　　　　　　　　３９４万４千円

　地方バス運行等特別対策補助金　１，８００万円

　人吉球磨広域行政組合運営費及び企画費負担金

　　　　　　　　　　　　　　２，６１９万８千円

　県議会議員選挙・参議院議員選挙・町長選挙費

　　　　　　　　　　　　　　２，２２６万８千円

　財政調整基金積立金　 　　　　　８，４５０万円

　平成19年度一般会計と特別会計の当初予算が第１回定例

議会で可決されました。

　今年度は、統一地方選挙が行われることから、骨格予算

編成になりましたので、その概要をお知らせします。

　骨格予算は、主に首長の改選を控えている場合等に編成

します。内容としては、新規の施策や政策的経費、普通建

設事業費等を見送ったり、極力抑えたりすることとし、義

務的な経費や経常的な経費を中心に編成されます。この場合、

次の議会で補正予算として政策的な経費等、骨格予算で計

上されなかった経費を肉付けして予算編成します。

　一般会計、下水道特別会計、簡易水道特別会計、水道特

別会計は骨格予算の関係で前年度との比較において減額と

なっていますが、その他の特別会計はほぼ例年通りの予算

編成を行いました。また、国民健康保険特別会計は、18年

度の途中から県内全市町村による共同事業が開始された経

費を当初予算に計上したために大きく増額となっています。

　各会計の予算額については３ページの表をご覧ください。

　一般会計の歳入歳出の主な内容は次のとおりです。

町税（14.1％）
11 億 4,565 万円
町民税・固定資産税
市町村たばこ税など

負担金、使用料手
数料、財産収入

（3.9％）
3 億 1,490 万円

地方譲与税、地方消費
税交付金、ゴルフ場利
用税など（5.0％）
　4 億 180 万円

県支出金
（7.4％）
6 億 380 万円

国庫支出金
（4.9％）
4 億 138 万円

地方債
（4.8％）
3 億 8,690 万円

歳入総額
81 億 980 万円

総務費（13.4％）
10 億 8,363 万円
総務管理、税務、
住民基本台帳、
統計調査費など

災害復旧費
（0.0％）
3 万円

消防費（4.3％）
3 億 4,580 万円

教育費（7.3％）
5 億 9,453 万円
小・中学校、生
涯学習、文化財、
保健体育費など

土木費（5.1％）
4 億 1,150 万円
土木管理、道路橋
りょう、住宅、下水
道費など

商工観光費（1.3％）
1 億 844 万円
商工、観光、定住促進費など

民生費（30.3％）
24 億 5,302 万円
社会福祉、児童
福祉費など

衛生費（9.8％）
7 億 9,863 万円
保健衛生、清掃
費など

農林水産業費（6.3％）
5 億 1,212 万円
農業、林業、水産業費
など

予備費（0.1％）
800 万円

公債費（20.5％）
16 億 6,576 万円

議会費（1.6％）
1 億 2,834 万円

歳出総額 ８１億９８０万円

諸収入（1.0％）
8,314 万円

繰越金（2.0％）
1 億 6,000 万円

地方交付税（56.9％）
46 億 1,123 万円

依存財源
(79.0％)
64 億 511 万円

繰入金（0.0％）
100 万円
基金繰入金など

自主財源
(21.0％)
17 億 469 万円

平成19年度　一般会計当初予算総額　８１億９８０万円
平成19年度当初予算目的別歳入の状況

平成19年度当初予算目的別歳出の状況

注）　予算総額は万円未満を四捨五入しています。

歳　入

歳　出
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○民生費

　社会福祉協議会運営費補助金

　　　　　　　　　　　　　　５，４４２万２千円

　福祉乗合タクシー補助金　　　　　　６１５万円

　あさぎり町老人クラブ補助金　　　　４００万円

　シルバーエイト負担金　　　２，０５４万１千円

　後期高齢者広域連合共通経費負担金

　　　　　　　　　　　　　　　　５０５万１千円

　重度心身障害者医療費助成事業　２，８８０万円

　障害者施設訓練等支援費

　　　　　　　　　　　　１億３，５１３万９千円

　社会福祉施設費　　　　１億２，２７６万９千円

　出生祝金　　　　　　　　　　　　　７５０万円

　放課後児童健全育成事業　　　　６０８万８千円

　保育所運営費負担金　　５億９，１５６万８千円

　乳幼児医療費給付金　　　　４，４１１万２千円

　救護施設費　　　　　　１億８，５５１万９千円

　特別会計繰出金（国保・老人・介護・障害認定）

　　　　　　　　　　　　　　４億３，９３２万円

○衛生費

　公立多良木病院事業負担金　１，２８１万７千円

　浄化槽設置整備事業補助金　１，３５５万１千円

　人吉球磨広域行政組合葬祭場費負担金

　　　　　　　　　　　　　　２，９７７万４千円

　資源有価物回収事業交付金　　　　　３９５万円

　健診委託料　　　　　　１億１，７２６万６千円

　簡易水道特別会計繰出金

　　　　　　　　　　　　２億２，１７３万２千円

○農林水産業費

　あさぎり地域農業振興連絡協議会補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５０万円

　中山間地域等直接支払交付金　　９，４８５万円

　畜産振興協会補助金　　　　　　１１３万４千円

　川辺川土地改良事業組合・土地改良区負担金

　　　　　　　　　　　　　　１，４６３万３千円

 　県営圃場整備事業資金償還補助金

　　　　　　　　　　　　　　４，１１０万６千円

　優良間伐流通促進事業補助金　　２０９万４千円

　森林整備地域活動支援交付金　　４２２万５千円

　素材生産委託料　　　　　　２，８７９万３千円

○商工観光費

　あさぎり町商工会補助金　　　　１，２８７万円

　ふるさと振興社助成金　　　　　５２３万９千円

　おかどめ幸福駅売店・ビハ公園キャンプ場指定管理委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　４８７万２千円

　定住促進事業交付金　　　　　　　　３５０万円

○土木費

　道路維持費　　　　　　　　２，７３３万３千円

　公園費　　　　　　　　　　　　２７０万７千円

　下水道特別会計繰出金　２億８，１１４万６千円

○消防費

　上球磨消防組合負担金　２億６，６３６万１千円

　非常備消防費　　　　　　　６，５４８万５千円

○教育費

　外国青年報酬　　　　　　　１，１１５万８千円

　幼稚園就園奨励費、あおぞら・中球磨幼稚園運営費補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６０万円

　体育協会補助金　　　　　　　　　　５９０万円

　球磨川マラソン大会補助金　　　　　３００万円

　学校給食センター運営費　　９，３０９万５千円

○公債費

　地方債償還元金　　　　　１４億４，４５６万円

　地方債償還利子　　　　２億１，６７６万７千円

　一時借入金利子　　　　　　　　４４３万８千円

平成１９年度一般会計・特別会計当初予算

一 般 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計

球磨郡障害認定審査事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

上 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 特 別 会 計

合　　　　計

81億979万7千円

1億2,339万円

21億6,500万円

19億3,100万円

13億5,726万円

3,424万8千円

2,235万2千円

3億5,816万4千円

7億4,433万7千円

5,170万円

8,521万7千円

149億8,246万5千円

92億3,590万円

1億2,313万7千円

19億150万円

19億3,690万円

13億8,228万3千円

3,264万4千円

2,026万円

3億9,530万5千円

12億8,530万円

4,450万円

8,748万7千円

164億4,521万6千円

△11億2,610万3千円

25万3千円

2億6,350万円

△590万円

△2,502万3千円

160万4千円

209万2千円

△3,714万1千円

△5億4,096万3千円

720万円

△227万円

△14億6,275万1千円

△12.2

0.2

13.9

△0.3

△1.8

4.9

10.3

△9.4

△42.1

16.2

△2.6

△8.9

会　　計　　名 Ｈ19当初予算額 Ｈ18当初予算額
増減額 増減率（％）

比　　　　較�

※水道事業特別会計については、歳出額を記載しています。
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お
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に
な
り
ま
し
た

　

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成

17
年
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月
か
ら
２
年
間
、
熊
本
県
庁

よ
り
人
事
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流
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
ま
し
た
津
川
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博
さ
ん
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、
県
庁

地
域
政
策
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へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
付
け
で
９
人
の
方
々
が

退
職
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
左
か
ら
愛

甲
英
一
さ
ん
、
山
口
和
幸
さ
ん
、
荒

木
辰
義
さ
ん
、
兼
田
一
洋
さ
ん
、
西

和
子
さ
ん
、
馬
場
正
明
さ
ん
、
愛
甲

た
づ
子
さ
ん
、
小
林
望
さ
ん
、
高
山

憲
二
さ
ん
）

　

４
月
１
日
付
け
で
辞
令
交
付
が
あ
り
、

次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
内
は
旧
部
署

【
総
務
課
】

　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
あ
さ
ぎ
り
班

　
　
　

北
口
俊
朗　

（
行
財
政
改
革
推
進
室
）

　
　
　

塚
本
浩
史　

（
行
財
政
改
革
推
進
室
）

　
　
　

田
中
智
子　

（
行
財
政
改
革
推
進
室
）

　

上
支
所

　
　

支
所
長

　
　
　

中
村
全
良　

（
税
務
課
）

　
　
　

愛
甲
恵
子　

（
深
田
支
所
）

　

岡
原
支
所

　
　

支
所
長

　
　
　

愛
甲
栄
二　
（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　

深
田
支
所

　
　
　

小
山
瑠
美
子
（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　

企
画
財
政
班

　
　
　

坂
本
有
吾　

（
県
庁
派
遣
）

　
　
　

上
渕
浩
規　

（
県
庁
派
遣
）

　

県
庁
派
遣

　
　
　

犬
童
敦
是　

（
町
民
課
）

　
　
　

池
田
省
吾　

（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　
　

蓑
田
敏
郎　

（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

【
税
務
課
】

　
　
　

池
上
聖
吾　

（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

　
　
　

荒
木
珠
実　

（
教
育
課
社
会
教
育
班
）

【
町
民
課
】

　
　
　

林
田
直
樹　

（
総
務
課
企
画
財
政
班
）

【
健
康
福
祉
課
】

　
　

課
長

　
　
　

徳
永
正
勝　

（
行
財
政
改
革
推
進
室
長
）

　

福
祉
班

　
　
　

木
下
尚
宏　

（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　
　
　

土
肥
祐
志　

（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　

高
齢
総
合
班
長

　
　
　

中
村
雄
治　

（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

　

健
康
増
進
班

　
　
　

税
木
亜
紀　

（
税
務
課
）

　

保
健
指
導
班

　
　
　

濱
本
世
津
江
（
県
庁
派
遣
）

　

救
護
施
設

　
　

施
設
長

　
　
　

一
安
俊
範　

（
岡
原
支
所
長
）

　
　
　

北
川
正
男　

（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　
　

畠
山
真
一　

（
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
）

　

上
第
一
保
育
所

　
　

所
長

　
　
　

田
原
穂
積　
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
事
務
局
長
）

　
　
　

永
尾
幸
子　

（
上
第
二
保
育
所
）

　

上
第
二
保
育
所

　
　
　

深
水
小
夜
子
（
岡
原
保
育
所
）

　
　
　

吉
本
由
記
子
（
上
第
一
保
育
所
）

　

岡
原
保
育
所

　
　
　

尾
方
鈴
子　

（
第
二
保
育
所
）

【
環
境
整
備
課
】

　

課
長

　
　
　

濱
田
定
武　

（
健
康
福
祉
課
長
）

　

建
設
班
長

　
　
　

中
村
幸
徳　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
長
）

　

下
水
道
班

　
　
　

中
村
敬
一　

（
総
務
課
企
画
財
政
班
）

【
産
業
振
興
課
】

　

農
業
振
興
班

　
　
　

小
野
浩
二　

（
税
務
課
）

　
　
　

小
山
英
治　

（
税
務
課
）

　

商
工
観
光
班

　
　

班
長

　
　
　

沖
松　

学　

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　
　
　

那
須
照
正　

（
県
庁
派
遣
）

職
員
の
異
動

お世話になりました　町職員９人が退職
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４
月
２
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て
、
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異
動
の
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（　

）
内
は
転
入
者
は
前
任
校
、
転
出
者
は
転
任
校
で
す
。

【
農
業
委
員
会
】

　
　

局
長

　
　
　

斉
藤
幸
寛　
（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
派
遣
】

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長

　
　
　

石
塚
保
典　
（
教
育
課
学
校
教
育
班
長
）

　
　
　

木
下
貞
女　

（
町
民
課
）

　

学
校
教
育
班

　
　

班
長

　
　
　

椎
葉
郁
夫　
（
教
育
課
社
会
教
育
班
長
）

　
　
　

緒
方
和
代　

（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
班
）

　
　
　

古
賀
み
つ
よ
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

上
村
哲
夫　

（
総
務
課
企
画
財
政
班
）

　
　

社
会
教
育
班
長

　
　
　

前
田　

洋　

（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
派
遣
】

　
　

事
務
局
長

　
　
　

久
保
田
幸
一
（
環
境
整
備
課
建
設
班
長
）

上
小
学
校

＊
転
入
＊

坂
本
仁
美
（
新
規
採
用
）

竹
部　

香
（
深
田
中
）
養
護
教
諭

尾
方
康
弘
（
錦
西
小
）
事
務
主
任

中
村
祐
子
（
臨
時
採
用
）

那
須
司
保
美
（
臨
時
採
用
）

別
府
尚
美
（
臨
時
採
用
）

＊
転
出
＊

永
井
公
一
朗
（
岩
野
小
）

恒
松
妙
子
（
人
吉
二
中
）
養
護
教
諭

吉
川
恵
理
（
上
中
）
事
務
職
員

上
中
学
校

＊
転
入
＊

堤　

俊
介
（
球
磨
教
育
事
務
所
）
教
頭

中
村
英
子
（
水
上
中
）

松
川
紘
士
（
鶴
城
中
）

坂
下
征
宏
（
松
高
小
）

岡　

誠
司
郎
（
新
規
採
用
）

吉
川
恵
理
（
上
小
）
事
務
職
員

西
口
雄
一
郎
（
臨
時
採
用
）

＊
転
出
＊

木
村
逸
夫
（
五
木
中
）
教
頭

沢
田　

修
（
東
町
中
）

吉
崎　

孝
（
五
木
中
）

塩
山
武
陵
（
健
軍
小
）

渡
瀬
査
渡
子
（
岡
原
小
）

守
永
慶
吾
（
人
吉
一
中
）
事
務
主
幹

免
田
小
学
校

＊
転
入
＊

尾
方
ま
ゆ
み
（
湯
前
小
）

大
園
敏
男
（
岩
野
小
）

宮
原
奈
子
（
湯
前
小
）

福
田
恒
臣
（
高
平
台
小
）

渡
瀬　

洋
（
植
柳
小
）

緒
方
幸
代
（
新
規
採
用
）

石
原
梨
香
（
新
規
採
用
）

井
本
麻
矢
（
臨
時
採
用
）

松
本
千
帆
（
臨
時
採
用
）

＊
転
出
＊

池
邉
由
利
子
（
中
原
小
）

大
柿
和
也
（
多
良
木
小
）

吉
村
和
彦
（
広
安
西
小
）

吉
田
博
文
（
府
本
小
）

杉
本
郁
子
（
退
職
）

免
田
中
学
校

＊
転
入
＊

千
馬
聡
子
（
人
吉
二
中
）

寶
生
絵
美
（
新
規
採
用
）

森
山
哲
彦
（
中
原
小
）
事
務
主
幹

澤
渡
優
子
（
臨
時
採
用
）

＊
転
出
＊

松
本
恭
代
（
木
山
中
）

和
田
良
子
（
南
関
中
）

定
政
由
貴
（
楠
中
）

藤
川
節
子
（
錦
中
）
技
術
主
任

中
島
暁
子
（
北
里
小
）
事
務
職
員

岡
原
小
学
校

＊
転
入
＊

西
村
隆
司
（
稲
田
小
）
校
長

渡
瀬
査
渡
子
（
上
中
）

福
島
加
南
子
（
新
規
採
用
）
養
護
教
諭

山
口
富
美
子
（
臨
時
採
用
）

石
井
好
江
（
臨
時
採
用
）
事
務
職
員

＊
転
出
＊

稲
津　

悟
（
楠
小
）
校
長

工
藤
由
枝
（
池
田
小
）

後
藤
春
海
（
退
職
）
事
務
主
任

岡
原
中
学
校

＊
転
入
＊

山
本
祐
士
（
相
良
中
）
教
頭

迫　

孝
生
（
人
吉
二
中
）

松
村
真
一
（
臨
時
採
用
）

立
場
裕
代
（
臨
時
採
用
）
事
務
職
員

＊
転
出
＊

星
野
謙
二
（
球
磨
教
育
事
務
所
）
教
頭

須
恵
小
学
校

＊
転
入
＊

早
田
靖
伸
（
五
木
北
小
）

上
村
裕
一
（
新
規
採
用
）

野
元
香
子
（
臨
時
採
用
）
養
護
教
諭

＊
転
出
＊

上
田
慶
子
（
大
畑
小
）

千
葉
弘
実
（
退
職
）

黒
木
つ
ぎ
よ
（
深
田
中
）
養
護
教
諭

須
恵
中
学
校

＊
転
入
＊

中
村
絹
子
（
球
磨
教
育
事
務
所
）
教
頭

安
達
貴
美
子
（
多
良
木
小
）

＊
転
出
＊

藏
座
紀
一
郎
（
深
田
中
）
教
頭

合
志
る
み
子
（
大
津
小
）

深
田
小
学
校

＊
転
入
＊

吉
田　

亨
（
大
畑
小
）
教
頭

有
村
重
幸
（
新
規
採
用
）

水
篠
こ
ず
え
（
五
木
東
小
）
事
務
職
員

＊
転
出
＊

久
間
芳
郎
（
西
瀬
小
）
教
頭

迫
田
久
美
（
相
良
南
小
）

深
水
由
貴
子
（
湯
前
小
）
事
務
主
任

深
田
中
学
校

＊
転
入
＊

和
田
保
隆
（
吉
尾
小
）
校
長

藏
座
紀
一
郎
（
須
恵
中
）
教
頭

黒
木
つ
ぎ
よ
（
須
恵
小
）
養
護
教
諭

緒
方
信
之
（
臨
時
採
用
）

＊
転
出
＊

土
田
孝
藏
（
津
奈
木
中
）
校
長

犬
童
士
郎
（
五
木
中
）
教
頭

竹
部　

香
（
上
小
）
養
護
教
諭

あ
り
が
と
う 

は
じ
め
ま
し
て
先
生
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　深田小学校に隣接する「ふれあい市場」を拠点と

して活動している「深田ふれあい会（高田悦子会長：

会員 42 名）」が、熊本県農山漁村女性チャレンジ・

いきいきシニア活動で県賞受賞を受けて、社団法人

農山漁村女性・生活活動支援協会主催の平成１８年

度農山漁村いきいきシニア活動表彰に農村地域部門

団体で推薦され、奨励賞を受賞。３月１５日に熊本

県立劇場で開催された「くまもと農山漁村フォーラ

ム 2007」で表彰状が伝達されました。

　深田ふれあい会は、旧深田村時代の平成３年に９

人の女性で始めた野菜の無人市がきっかけとなり、

平成８年現在の「深田ふれあい市場」が建設されま

した。その後、農産物加工処理に関する意識の高ま

りと共に市場の道隣に農産物加工処理施設が建設さ

れ、地元の小・中学校への給食材料の納品をはじめ、

地域の食育活動や学校教育活動にも貢献。平成 12

年度の県農産加工食品コンクールで銅賞を受賞し、

平成 14 年度に熊本県で開催された「全国菓子博」

へ出品された『長まんじゅう』は高い評価を得てい

ます。

 今回の受賞に高田会長は、「この度のうれしい受賞

は会員や関係者の皆様と共に喜びを分かち合いたい。

これを機に地域の方々とのふれあいの精神で楽しみ

ながら活動を続けていきます。」と笑顔で話しました。

　深田ふれあい市場は、火、木、土、日の週４日午

前７時から午後５時 30 分まで開店しています。

平成18年度農山漁村いきいきシニア活動奨励賞

　昨年 10 月から新築工事が進められていた須恵校

区公民館阿蘇分館がこのほど完成し、３月 18 日に

落成式が行われました。

　阿蘇地区は合併時に旧須恵村の諏訪原、阿蘇、平

山、松尾の４地区が統合され、79 戸の新しい行政

区として発足。今までの旧地区の公民分館では手狭

であったため、建設委員会を組織し同地区

内のフルーティーロードと町道との交差点

付近の旧阿蘇公民分館を解体し、建設され

ました。

　落成式で関係者代表と共にテープカット

を行った平山宗喜区長は、「この新しい公

民分館をできる限り利用していただき、地

域の方々が話し合い、協力し合って一体と

なっていくような場所としていきたい。」

とあいさつ。

  この日の落成式典に向けて昨年末から練習を重ね

てきた阿蘇地区に受け継がれてきた町指定民俗芸能

の「平山ねえさん踊り」、「阿蘇虎踊り」、「阿蘇槍踊

り」が次々に披露され、地区内外から会場いっぱい

に詰めかけた観衆から大きな拍手が送られました。

阿蘇槍踊り

受賞と聞き、会員の皆さんに集まっていただきました。

地区総出で落成祝う
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第４回あさぎり町芸術祭　須恵文化ホールで開催

　今年で４回目を迎えた「あさぎり町芸術祭」のス

テージ発表会が、あさぎり町文化協会（田山耕一会

長）の主催で２月 25 日須恵文化ホールで開催され、

会員が日頃の練習の成果を発表しました。

　開会式で田山会長は、「文化協会員も 630 人を数

え本日は 50 もの演目で発表していただくこととな

っている。会員の練習の成果を時間の許す限りご覧

いただきたい。」とあいさつ。

　ステージでは、日舞やカラオケ、フラダンス、詩

吟など約 300 人がステージで多彩な発表を行い、

500 人を超える来場者で満席となった会場からは大

きな拍手が送られました。

　また、作品展示部門は、３月３日～４日にかけて

ポッポー館で「人吉球磨はひなまつり」イベントに

併せて行われ、こちらも多くの観覧者が訪れました。

　合併特例法に基づき新設合併では国内で初めての

設置となった本町の各地域審議会が、平成 18 年度

の審議会の結果として４地区より地域づくりなどに

関する意見書が町長に提出されました。

  同審議会は、旧町村の区域ごとに 15 人の委員で構

成する附属機関のひとつで、各地区が地域づくりや

行政政策などについてそれぞれの地域内の実情と問

題点などを３回開催された審議会で協議。昨年 12

月 22 日には、須恵地区より中学校統合

について意見書が提出され、３月５日に

は、継続審議となった上地区を除く４地

区（免田・岡原・須恵・深田）の審議会

から要望事項などを取りまとめた意見書

を提出することとなりました。

　３月５日に提出された意見書の概要は、

国道の歩道整備、ゴミなどのポイ捨て規

制、ゴミの減量化と分別に向けた取り組

み（免田地区：中尾健一会長）、森園カ

ントリーパークの維持管理について（岡

原地区：久我正盛会長）、通学路の整備

と昭和初期に旧須恵村に滞在した社会人類学者故ジ

ョン・エンブリー博士の写真資料の有効活用（須恵

地区：平野正見会長）、中学校統合について（深田

地区：清田憲亮会長）と多様な項目となっており、

それぞれ地区会長から犬童町長に手渡されました。

　意見書の提出を受けて犬童町長は、「財政状況が

厳しい中ではあるが、精一杯努力していきたい。」

と話しました。

詩吟と水墨画のコラボレーション

意見書を手渡す中尾免田地区審議会長
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小型動力ポンプ２台、積載車２台を更新配備

　永年の地方自治振興の功績が認められ、上田照義さん（築地・88 歳）

が高齢者叙勲として旭日単光章を受章され、伝達式があさぎり町役場

で行われました。

　上田さんは昭和 54 年に元免田町議会議員として初当選し、３期 12

年の永きに亘り地域の発展に取り組まれました。

　上田さんは現在入院中のため長男の善照さんが代理受章され、「あり

がたいことです。早速病院に行って見せてきます。」と話していました。

釈迦堂で防火訓練

　３月４日、阿蘇地区の釈迦堂で防火訓練があり、

参加した地域住民や消防団、文化財保護審議員な

ど約４０人は、真剣な表情で訓練を行いました。

　この訓練は、あさぎり町教育委員会が町内各地

の文化財を火災から守っていくことを目的に毎年

開催しているもので、今年は釈迦堂での開催とな

ったものです。

　訓練の冒頭、藤島教育長から「大切な文化財を

地域ぐるみで守っていくための意識の啓発を図っ

ていくことは大切。釈迦堂は先に盗難にあった仏

像が地元の皆様の熱意が通じ無事に戻った。これ

からも保護活動に協力を。」と挨拶。火災発生を想

定した通報訓練、消防団による消火栓や河川水利

からの消火訓練、地元の住民による消火器操作訓

練が行われました。

　平成１８年度の消防施設整備事業の一環として老

朽化した小型動力ポンプ２台と積載車２台を更新し、

うち小型動力ポンプ２台を３月４日、地元消防分団

へ引き渡されました。

　今回新しく更新されたのは小型動力ポンプが第４

分団２部（永山）と第１１分団２部（屯所）、積載

車が第１３分団１部（古草城）と第１４分団１部（植

の里）に配備されました。　　　

　最新型の小型動力ポンプの更新配備を受けた畑尊

倫前第４分団長は、「これを契機に今後も地域と一

体となって防火、消防活動に精進していきたい。」

と話しました。

勲章を受け取る上田善照さん（左）

消火訓練を行う地元消防団員

取扱い方について説明を受ける消防団員
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町教委・婦人会主催の「家庭教育講演会」

あさぎり町地域産業活性化講演会

　平成１７年度に続いて、家庭教育支援総合推進事

業として文部科学省の委託で行う取り組みの一環と

しての家庭教育講演会が、３月７日せきれい館で開

催されました。

　この事業は、子どもに対する家庭教育のあり方を

地域一体となって考えていくことを目的に町地域婦

人会連絡協議会（尾曲恵子代表）が主体となり取り

組んでいます。　　　

　町内の婦人会員、学校、ＰＴＡ関係者など約５０

人が出席したこの日の講演会には九州ルーテル学院

大学講師の河津巖氏を講師に招き『わがやん家風・

こん「あさぎり」の風土のなかで』と題して講演が

行われました。

　講演会で河津氏は、「物ではなく、心のあり方が

人が生きていく中で大事なことであり、家庭に安心

が坐っていると子どもはその安心を拠点として地域

に交じり、違いを知り、地域の中で価値観が育まれ

て家族愛や郷土愛が生まれる。そしてそのことが社

会に出て行く羅針盤となる。」と強調。また、「自然

豊かで素晴らしいあさぎり町の風土は美的感受性と

精神性を尊ぶ心とそれを育むのにピッタリ。皆さん

がそれに気づき、見つめ直しながら地域力で子ども

達を育てていきましょう。」と締めくくりました。

　「地域ブランド化」の推進を目指そうとあさぎり

町地域雇用対策協議会が主催しての地域活性化講演

会が、３月１日せきれい館で開催されました。講師

にＮＰＯ法人九州地域振興協会会員で株式会社地域

マーケティング研究所代表取締役社長の吉田潔氏を

招き、「地域ブランド化の推進」と題した講演が行

われました。

　吉田氏は「今後の地域おこしのキーワードは都市

部との交流、地域ブランドは地域の独自性であり、

魅力ある個性とアピールが大切。高度情報社会にお

いてとにかく情報を発信し続けなければならない。」

などと強調。また、昨年４月から地域団体商標制度

が新設され、地域名と商品名からなる商標にも登録

の道が開け、全国で地域産品のブランド化に拍車が

かかっていることから、「地域ブランドは地域と商

品両方の評価が高くなっていくことが本来の姿であ

り、それまでのステップを踏まえていくことが重要。

あさぎりという名前をぜひ全国に発信しましょう。」

と訴え、熱心にメモを取る参加者の姿も見られまし

た。

地域ブランド化の取り組みなどについて講演を行う吉田氏

地域環境と子育ての重要性を訴えた河津氏
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“南稜焼酎“貯蔵式

平成18年度体験活動「アイススケートを楽しもう！」

「阿蘇釈迦堂、谷水薬師の保存活動に役立ててください」

ツクシイバラの苗木を植栽

　球磨川河川敷や免田川に植生する「ツクシイバラ」

は、熊本県の絶滅危ぐ種に分類され、バラの原種と

いわれている貴重な植物です。

　このツクシイバラを守ろうと結成された「球磨川

ツクシイバラの会」の会員約 10 人が、３月 24 日小

雨のぱらつく中ツクシイバラの苗木 260 本を、国交

省自然観察アドバイザーの乙益正隆さん（人吉市）

の指導で深田の向町河川公園と須恵の中島親水公園

２か所に植栽しました。

　この苗木は上渕七郎さん（柳別府）が１年前に種

子を採取し育てられたもので、初めてのケース。

　「ツクシイバラの花

は５月下旬から６月中

旬が見頃で今年は間に

合いませんが、来年は

美しい花を咲かせてほ

しい。」と会員は話し

ていました。

　南稜高校（片岡正實校長）で３月１日卒業式終了

後、食品科学科３年生が試験醸造した焼酎をカメや

瓶に詰める貯蔵式を行いました。

　「絆」や「南稜」と書かれた手作りのラベルを瓶

に丁寧に張り、保護者の見守る中、交代で焼酎を注

ぎ込みカメと瓶併せて約40リットルを貯蔵しました。

カメに入れられた焼酎は永久保存され、瓶貯蔵のも

のは成人後に品評会が開かれる予定です。

　生徒らは「子ども親善

大使として球磨焼酎を広

めましょう。」や「食科（食

品科学科）で球磨焼酎に

ついて深く学べて誇りに

思う。食科バンザイ！」

と感想を述べました。

　２月17日にポッポー館で開催され盛況を博した「第

２回あさぎり蔵元銘酒祭り」実行委員会（奥添昭典

代表・蔵元５社、小売店６社で組織）から、先に盗

難に遭った仏像が

無事に戻った阿蘇

釈迦堂の主取り会

並びに谷水薬師保

存会へ今後の活動

に役立ててほしい

と寄附が贈られました。

　同実行委員会が２月 26 日に町長室を訪れ、釈迦

堂の主取り（保存伝承活動を行う役員）代表の恒松

健男さん、谷水薬師保存会の笹渕龍一郎さんへ寄附

金を贈呈。代表して笹渕会長が「皆さんからいただ

いた貴重なお金を大事に今後の保存活動に努力して

いきます。本日はありがとうございました。」と謝

辞を述べました。

　あさぎり町教

育委員会主催事

業で今年で３回

目となったアイ

ススケート体験

活動が３月４日、

熊本市のアクア

ドームくまもと

で開催されました。　参加した町内の小学４年生か

ら６年生までの児童 49 人は、スタッフとして参加

した町青年団員とともに滑って転んで楽しい一日を

過ごしました。

　毎年人気が高く今年も抽選での参加者決定となっ

た同活動は、マイクロバス２台に分乗して役場を出

発。車中では青年団員とのジャンケンゲームや伝言

ゲームで同じ町内の小学生同志仲良く交流を行い、

初めてのスケート体験となった児童も青年団員と手

をつないだり悪戦苦闘しながらも帰る頃にはほとん

どの参加者が滑れるようになりました。

カ
メ
に
焼
酎
を
注
ぐ
卒
業
生

ぬしど

小雨の中、一本一本丁寧に植
える参加者



広報あさぎり11

あさぎりニュースあさぎりニュース

上・岡原小緑の少年団しいたけ原木駒打ち体験

あさぎり町農家レストラン一日限定開業

第３回あさぎり町
　　　　　おひなまつり

　２月 25 日第３回あさぎり町おひなまつりのオー

プニング記念式典がポッポー館で開催されました。

　あさぎり町ひなまつり実行委員会古賀逸子会長に

よる開会の言葉で幕が開き、テープカットが行われ

ました。続いて早苗保育園児による和太鼓演奏が行

われ、見事な演奏に観客はじっと聴き入っていまし

た。続いて 200 食限定のぜんざいが振る舞われ、子

どもたちお楽しみの「仮面ライダーカブト／轟轟戦

隊ボウケンジャー」の映画上映会がありました。

　また、この日はあさぎり町特産品紹介販売コーナ

ーが設置され、うこん製品などが販売されました。

　ポッポー館１階ギャラリーには陶器でできたひな

人形やエッグアート、保育園児手作りの雛人形など

が飾られ、一般募集した絵手紙など心温まる作品が

開催期間の３月 18 日まで飾られ、来館者の目を楽

しませていました。

　3 月 17 日上小学校で、上・岡原小学校 4 年生の

緑の少年団しいたけ原木駒打ち体験が行われました。

参加した団員は、黙々と 150 本のナラの原木に

3,000 個のシイタケ菌の駒を打ち込みました。駒打

ちが終わると各校で仮伏せを行い、レクリエーショ

ンと昼食を楽しみました。

　地元の「食」をＰ

Ｒし、地域の活性化

につなげようと、あ

さぎり町地域雇用対

策協議会（犬童卓一

郎会長）は一日限定

の農家レストランを３月18日、ポッポー館で開業し、

会場は町内外から約200人の来場者で賑わいました。

　「あさぎり町ひなまつりイベント」の最終日とな

ったこの日は、あさぎり町グリーンツーリズム研究

会が企画し募集した「ひなまつり春の味覚体験ツア

ー」に参加した１泊２日コース 10 人、日帰りコー

ス 22 人も参加。東京からの参加者もあり、バイキ

ング方式で用意されたちらし寿司、豆乳肉うどんを

はじめ、クレソンの白和えなど地元産の食材をふん

だんに使った 25 品もの料理に舌鼓。

　今回の調理を担当した町地域雇用対策協議会農家

レストラン部会の高田悦子部会長は、「食材は全部

あさぎり町産を使いお客様に喜んでもらえよう一生

懸命に料理しました。今後はお弁当を販売できれば

と思っています。」と話しました。

　協議会事務局では参加者全員に実施したアンケー

ト調査結果をとりまとめ、次回以降の事業展開の参

考にしていきたいと話しています。

テープカットでイベントがスタート

うまく打ち込めたかな？

「インタビューして～」と岡原小村末竜侍さん（別府・
写真中央）
感想は？・・・「初めて体験して楽しかったです！」
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献血のお知らせ

下記の日程で献血を行いますので、皆様のご

協力お願いいたします。

　

日　　時：平成 19 年５月 17 日（木）

　　　　　午前９時から午前 11 時 30 分まで

場　　所：岡原支所（ふれあい温泉温華乃遥）

献血の種類：400ml・200ml

※平成 17 年度から、献血車での成分献血　

　は行っていません。

　お問い合わせ先

　　あさぎり町　健康福祉課　健康増進班

　　　　　　　　　　　☎ 45-7216

生活習慣病予防のために・・

健康診断を受けましょう！！

　昨年度の基本健診結果から、20 ～ 69 歳までの方で、「肥満」に該当し、「高脂血症」「高血圧」

「高血糖」のうち２つ以上を併せもつ「内臓脂肪症候群 ( ※ )」の方が、受診者全体の約 20％を

占めました。

　下のグラフをご覧いただくと、男性は 20 代でも該当者が 3 割近く見られ、女性も加齢とと

もに割合が高くなっていることが分かります。

　内臓脂肪が蓄積すると、「高血圧」や「高血糖」などそれぞれの症状は軽くても、血管の傷み

が進み、心筋梗塞や脳卒中などを引き起こす危険性が高まるといわれています。

　これらは、偏った食事、運動不足、ストレスなどに気をつけることによって、未然に防ぐこ

とができます。まずは職場や病院で健診を受ける機会がない方は、自分の体の状態を確認する

ためにも健診を受けましょう。

※　内臓脂肪症候群とは・・

「メタボリックシンドローム」とも

いわれ、内臓脂肪が元となり、さ

らに高血圧・高血糖・高脂血症と

いった危険因子を２つ以上持って

いる状態をいいます。自覚症状が

ないため、知らない間に血管の傷

み（動脈硬化）が進行し、やがて

突然の脳梗塞や心筋梗塞などを引

き起こし、深刻な状態に陥ってし

まうケースがあります。

今年度の主な住民健診スケジュール

総 合 健 診：４月～翌年１月

若っかもん健診：５月末～ 10 月（６月を除く）

複 合 健 診：６月６日～ 16 日（10 日を除く）

※申し込みをされた方の健診日は、後日、個人通
知します。

お問い合わせ先
あさぎり町　健康福祉課　保健指導班

　　　　　☎４５－５１３３

0
20～29歳 60～69歳50～59歳40～49歳30～39歳

5

10

15

20

25

30
男

女

年代別　内臓脂肪症候群該当者の割合

％
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　年のせいで体力が落ちたとあきらめていませんか？最

近、つまずきやすくなったと感じていませんか？体力を

つけて元気に暮らすには筋肉をバランスよく鍛えること

が大切であると言われています。体操後ヘルシーランド

で昼食・入浴と組み合わせれば、ますますお達者になり

ますよ。

　最初の１ヶ月は毎週実施、２ヶ月目と３ヶ月目は２週

間に１回実施となります。

対 象 者　　　町内在住で、おおむね 60 歳以上の体力向上を希望する方。

対象者数　　　約 20 人程度

日　　程　　　平成 19 年 5 月～ 19 年 8 月　いずれも火曜日実施

時　　間　　　午前 10 時～ 11 時 40 分（受付９時 30 分～ 10 時）

場　　所　　　あさぎり町上保健センター（ヘルシーランド左側）

スタッフ　　　健康運動指導士　健康運動実践指導者　保健師　転倒予防サポーター

内　　容　　　ストレッチ、転倒予防体操（筋力トレーニング含む）

　　　　　　　＊軽いストレッチから始めます。

資 料 代　　　1,000 円（１回のみ）

準備するもの　体操のできる服装　タオル　飲み物（各自）　健康手帳

申し込み期限　5 月 15 日（火）

お申し込みの際、氏名・年齢・住所・地区名・電話番号をお電話でお知らせください。

☆お知らせ☆
９月から転倒予防免田

教室（３ヶ月コース）

開催予定です。
日　　程　　表

５月

６月

７月

８月

時間

場所

午前 10 時～ 11 時 40 分
受付時間：９時 30 分～ 10 時まで

あさぎり町上保健センター（ヘルシーランド左側）

22 日（火）

５日（火）

10 日（火）

７日（火）

29 日（火）

12 日（火）

24 日（火）

26 日（火）

お申し込み先：あさぎり町　健康福祉課　保健指導班

☎４５ - ５１３３

継続は力なり。一緒に楽しく貯筋体操いたしましょう !
上保健センターにて開催（３ヶ月コース）

　遅すぎることはあり
ません。
　いくつから始めても
体力アップすることが
期待できます。
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下の枠内に広告募集します！

行革通信（その 24）

「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み
　町では、「夢ふくらむまち」に向けて、行財政改革推進室を設置し、行財政改革に取り

組んできました。

　この行革通信も今回で最後になります。そこで、役場に勤めている「ヒバリさん」とヒ

バリさんの家族の会話で、これからのあさぎり町の行財政改革についてお話しします。

登場人物の紹介

あ さ ぎ り 町 の 今 後 の 行 財 政 改 革 に つ い て

ヒバリさん あさとくんゆめちゃんひろしさん
町役場に勤めている。
仕事とカラオケが大好き。

民間企業に勤めている。
一家の大黒柱。

小学５年生。
料理が大好き、しっかり者。

小学３年生。
サッカー大好き少年。

　これまで、町の財政状況や行財政改革に取り組んできたこと、これから進めよう

としていることなどについて話をしてきたけど、分かったかな？

興味、関心のある方は
ご連絡ください。

　町の収入や借金、各種団体への補助金の交付、事務事業の評価など勉強してき
て、町の財政状況がとても厳しいというのがよく分かったよ。でも、これから先
も引き続き改革をするのは厳しいんじゃないかな？？

　これからは、今までの行革通信でお話ししてきたとおり、行財政改革プランに掲げて

いる「住民との協働によるまちづくり」、「簡素で効率的な行財政システムの構築」の基

本方針に沿って、「あれも　これも」から「あれか　これか」へ事業の転換を進めていく

ことはもちろんのこと、全町民が今まで以上に協力していくことが必要です。

僕は学校の花壇の手入れをがんばることと、水道や電気などの無駄遣いを減らすよ。

私は道路や公園の空き缶などのゴミ拾いをがんばって、きれいな町になるようにするわ。

　二人とも素晴らしい目標をたててるね。あさぎり町も行財政改革を進めながら、町の発
展のためにがんばっているところだと思うよ。僕たちも住民として一緒にがんばろうよ！

　将来の町のことを考えると、町民の方々に今まで以上の協力をお願いすることになります

のでよろしくお願いします。

　あさぎり町が「夢ふくらむまち」となるよう力を合わせてがんばっていきましょう。

　下の枠内に、広告を募集していますので、お気軽にご相談ください。

総務課　再チャレンジあさぎり班　☎４５－１１１１

掲 載 枠：「広報あさぎり」紙面の最下段１枠（縦 45㍉×横 170㍉）

申込方法：企画広報グループ備え付けの広告掲載申込書に広告の版下を添えて、

掲載希望号の１ヶ月前までに提出。

申 込 先：総務課企画財政班企画広報グループ　☎45-7211
掲載しない内容

お わ り

●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類す

るもの風俗営業又はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販

売又は訪問販売に類するもの●求人広告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの

●その他町長が適当でないと認めるもの

広告募集
このスペースに広告を掲載しませんか？

１枠１回 15,000 円



広報あさぎり15

Hello, everyone!!Hello, everyone!!

Cricket クリケット
In this article I will ask two questions.  
1. Why is cricket important to me? 
2. Why is cricket not important to Japan?
   In the English speaking world the word cricket has many 
meanings.  The first meaning, which I think of, is a bug 
similar to the beetles that little children in Japan play with.  
The other is the popular sport that is played by most 
countries around the world with two teams of 11 players, a 
bat and a ball.  In the sport of cricket the batsman try to hit 
the ball as far away as possible so that he can exchange 
positions with the other batsman who is defending his prized 
goal – the wicket.  The 2 batsmen are 20 meters apart.  
   The word Cricket is on the tongue of every Jamaican 
because Jamaica is the proud host of the World’s third most 
important sporting event, the Cricket World Cup.  In 
Jamaica, at this moment, there are many persons from 
Pakistan, England, South Africa, India and the 
Caribbean/West Indies which include countries such as 
Cuba, Barbados, Trinidad and Antigua.  The West 
Indies/Caribbean is a collective term, like Asia, that is used to 
describe the small islands below the United States.  In Japan, 
persons know only 2 of these countries: Jamaica because of 
reggae music and Cuba because of its political history.
   When I first came to Japan I was surprised that it was 
baseball and not cricket that was the leading sport in Japan.  I 
always associated baseball with being an American sport not 
having met many persons from other countries who took the 
sport very seriously.  I share with you all your love for soccer 
but for baseball I only enjoy watching my students play and 
will not spend hours in front of the TV watching the sport.  
The question why baseball is important in Japan and not 
cricket is a question that I would love if someone who is 
Japanese answered for me.  So the next time you see me, 
please stop me and tell me your thoughts.  Till another time,

Yasmine

２つ質問があります。
１． クリケットは私にとってなぜ重要なのでしょう？
２． クリケットは日本にとってなぜ重要ではないの
でしょう？
　英語の「cricket（クリケット）」という単語にはた
くさんの意味があります。私が１番に思いつく意味は、
昆虫の「コオロギ」です。その他には、世界の多く
の国で人気があるスポーツ「クリケット」という意
味もあります。２チーム（１チーム 11 人）でバット
とボールを使って行う競技です。フィールド内に２
人の打者が 20 ｍ離れて立ちます。１人の打者がバッ
トでボールをできるだけ遠くに打ち、ボールが返っ
てくるまで、もう１人の打者と場所を替わります。
２人の打者が場所を入れ替わる毎に１点入ります。
　ジャマイカでは今、「クリケット」という言葉をよ
く耳にします。それは、クリケットのワールドカッ
プがジャマイカで開催されているからです。パキス
タン、イギリス、南アフリカ共和国、インド、西イ
ンド諸島（キューバ、バルバドス、トリニダード、
アンティグアなど）から沢山の人たちがジャマイカ
に来ています。西インド諸島のチームとは、アメリ
カの下に位置するカリブ海の島国の連合チームです。
これらの島国の中で日本人が知っているのはジャマ
イカとキューバの２つだけでしょう。ジャマイカは
レゲエ音楽で、キューバは政治的な歴史で知られて
います。
　私が日本に来て驚いたのは、日本ではクリケット
ではなくて野球が盛んだということです。アメリカ
人以外で、野球に夢中だという人に私は今まで会っ
たことがなかったので、野球といえばアメリカのス
ポーツだと思っていました。サッカーは皆さんと同
じように私も好きです。野球はというと、私が教え
ている生徒たちがプレーしている姿を見るのは楽し
いと思いますが、テレビの前で何時間も野球を見よ
うとは思いません。日本ではどうしてクリケットで
はなくて野球が重要なのでしょうか。どこかで私を
見かけられたら、皆さんの考えを教えてください。
では、また次の機会に

ヤスミン・レインフォード
（訳：白柿浩美）

＜今月の英語＞

because of ̃ 「～のために、～の理由で、～が原因で」

例文）I could not go to school yesterday because of a headache. 

　　　「昨日は頭が痛くて学校へ行けなかった。」

ヤスミン
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教育委員会　人権だより No.33 ～見えない「いじめ」の早期発見～

いじめに気づくチェックリスト

▼「いじめは昔からあった。いじめはどこの社会でも起こる。だが、いじめで自殺した子どもはいなか

ったのにどうして今の子は・・・」と疑問に思います。しかし、昔と今ではいじめの本質に違いがあり

ます。ひとりの「いじめっ子」が何人かの弱い者をいじめたり、「いじめられっ子」「いじめっ子」「傍観

者」という三層構図だったのが、今は「ひとり」対「クラス全員」というのが典型的ないじめのパター

ンとなっており、死に追いやられるほど残酷で陰湿でかつ巧妙です。▼例えば、＊メールで悪質な噂話

をクラス中にばらまく。＊クラス全員で「無視」し声をかけるのは悪口や金銭要求の時だけ。＊いじめ

に参加しない者は裏切り者となり次のターゲットとなる。▼加害者は、多数でありメールは匿名なので

特定できない。被害者は、事態をさらに悪化されるのを怖れ「いじめの事実」を必死に隠そうとし、だ

れにも相談できずますます孤立する。（児童センター心理司山脇由貴子著『教室の悪魔』より）▼このよ

うな「現代のいじめ」は大人には見えないし発見が難しいですが、子どもの日常のちょっとした変化に

気づくことが早期発見の手がかりになります。あさぎり町の学校では「いじめで苦しむ子を絶対につく

らない」ために以下のチエックリストを参考に子どもの日々の生活を見つめてあげてください。

□　最近、よく物をなくすようになった。

□　ノートや教科書を見せたがらない。

□　親の前で宿題をやろうとしない。

□　お金の要求が増えた｡親の財布からお金

を持ち出す。金遣いが荒くなった｡

□　学校行事に来ないで欲しいという｡

□　すぐに自分の非を認め謝るようになった。

□　ボーっとしていることが増えた｡何もし

ていない時間が多い。

□　無理に明るく振る舞っているように見

える。

□　学校のことを尋ねると「別に」「普通」

など､具体的に答えない。怒る。

□　話題に友達の名前が出てこない｡

□　学校に関する愚痴や不満を言わない。

□　保護者会､個人面談で何を話したかを過

剰に気にする。

□　倦怠感、疲労、意欲の低下。

□　理由のないイライラ。

□　原因不明の頭痛、腹痛､吐き気､食欲低下､

痩せ、などの身体症状。　

□　何に対しても投げやり。

□　以前は夢中で遊んでいたゲームなどを

あまりやらなくなった。

□　身体を見せたがらない｡一緒に入浴した

がらない。

□　衣服､ 制服､ 靴などを親の知らないとこ

ろで自分で洗う｡

□　友人からの電話に「どきっ」とした様

子を見せる。

□　急に今までと違う子とつきあうように

なった。（不自然な交友関係）

□　以前では考えられないような非行行動

をするようになった。（万引きなど）

□　外に出たがらない。

□　成績の低下。

□　物忘れがひどくなった。

□　「死」をほのめかすようなメモ、日記。

「いじめ」に気づいたら・・・（いじめの解決のために）

①　学校を休ませる。（子どもの身の安全のために）

②　学校側（校長、教頭、担任、生徒指導主任等）、親、保護者全体で

解決方法を話し合う。（被害者以外全員が加害者であるとの視点で）

③　家庭や､ 学校で「命の大切さ」「人の痛み」を理解するための人権

教育や「悪（いじめ）は必ず発覚し、罰を受ける」という社会の

ルールを徹底して教える。
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住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置のお知らせ

お問い合わせ先　　あさぎり町　税務課　☎45-7212

平成19年4月1日から平成22年3月31日ま
での間に、一定のバリアフリー改修が行
われた住宅について

翌年度分の税額を１／３減額します
　　（100㎡分までを限度）

＜減額措置を受けるための要件＞
　・次のいずれかに該当する方が、居住する既存の住宅（賃貸住宅は除きます）

　　　①65歳以上の方　②要介護認定又は要支援認定を受けている方　③心身に障害のある方

　・次の工事で、補助金等を除き自己負担が30万円以上のもの

　　　①廊下の拡幅　　　　　　　④便所の改良　　　　　　⑦引き戸への取り替え

　　　②階段の勾配の緩和　　　　⑤手すりの取り付け　　　⑧床表面の滑り止め化

　　　③浴室の改良　　　　　　　⑥床の段差の解消

＜確認の手続き＞
　・減額措置を受ける方は、改修後３ヶ月以内に工事明細書や写真等の関係書類を添付してあさ

ぎり町税務課に申告してください。（工事内容を示す書類は、建築士、登録性能評価機関等

による証明で代替可能です。）

　　申告いただいた家屋については、工事内容等を書類で確認するとともに、必要に応じて現地

確認を行います。

この写真は平成 19 年２月１日に人吉球磨クリーンプラザに
搬入された「燃えないごみ」です。びん類がたくさん混ざ
ってます。

＊びん類はできるだけラベルをはがし、中をきれい
にすすいで出して下さい。
ラベルがなかなかはがせない場合でも、中をきれい
にすすいで必ず資源ごみに出して下さい。

・ ペットボトル、びん類、缶類（資源ごみ）

・ 蛍光管、水銀温度計、乾電池（「水銀０使用」と

表示してあるものは燃えないごみ　その他は有

害ごみ）

・ フライパン、スプーン、工具類、ハサミ、包丁

（資源ごみ）

・ シャンプーや洗剤などのプラスチックの容器、

ＣＤ、ビデオテープ、カセットテープ、革ぐつ、

かばん、ベルト、紙くず、繊維くずなど（燃え

るごみ）

燃えないごみ袋に入れてはいけないもの

燃
え
な
い
ご
み
の
中
に
は
・
・
・

！

必
ず
穴
を
開
け
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

・ 油　缶・スプレー缶・カセットボンベ
・ 油びん・化粧品びん・割れたびん
・ 茶わん・湯のみ・急　須・花びん
・ 灰　皿・割れガラス・ガラスコップ
・ 炊飯器（内釜は金属類）・ポット
・ ドライヤー・ラジカセ・ 洗面器
・ ポリバケツなど

お問い合わせ先　　あさぎり町　環境整備課　環境保全班　☎45-7217

氏名　あさぎり太郎

左
記
の
も
の
が
入
り
ま
す
。
必
ず
記
名
し
ま
し
ょ
う
。
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あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し

伝
内
さ
ん
と
井
口
川
の
カ
ッ
パ
（
そ
の
二
）

21

　

前
回
の
あ
ら
す
じ
―
―
免
田
の
井
口
川
に
住

み
つ
い
た
カ
ッ
パ
の
「
一
の
太
郎
」
。
そ
れ
は

悪
さ
者
で
村
人
を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

年
の
夏
、
川
遊
び
の
こ
ど
も
を
川
に
引
き
込
み

溺
れ
さ
せ
て
し
ま
い
、
こ
れ
を
聞
い
た
山
伏
の

伝
内
さ
ん
、
祈
祷
に
よ
り
鍋
塚
の
地
に
一
の
太

郎
を
呼
び
出
し
て
根
競
べ
を
始
め
ま
し
た
。
負

け
た
者
は
ど
ん
な
言
い
付
け
で
も
守
る
こ
と
が

条
件
で
す
。
そ
の
根
競
べ
と
は
？

　

◇　

◇　

◇　

◇

　

根
競
べ
の
初
日
、
一
の
太
郎
は
約
束
ど
お
り

少
し
早
め
に
鍋
塚
に
出
か
け
、
伝
内
さ
ん
が
来

る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

右
手
に
大
き
な
風
呂
敷
包
み
を
下
げ
た
伝
内
さ

ん
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
互
い
に
向
か
い
合
っ

て
座
る
と
、
伝
内
さ
ん
は
真
ん
中
に
風
呂
敷
包

み
を
ゆ
っ
く
り
と
置
き
開
き
始
め
ま
し
た
。
一

の
太
郎
は
、
伝
内
さ
ん
か
ら
ど
ん
な
難
題
を
吹

っ
か
け
ら
れ
る
の
か
少
し
心
配
で
し
た
。

　

風
呂
敷
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
竹
の
子
を
輪

切
り
に
し
、
大
皿
に
盛
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

い
か
に
も
う
ま
そ
う
で
す
。
「
い
つ
も
昼
時
に

飯
代
わ
り
に
、
こ
い
ば
食
う
と
た
い
。
」
と
伝

内
さ
ん
は
言
い
な
が
ら
、
一
切
れ
口
に
入
れ
、

む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
食
べ
始
め
ま
し
た
。
始
め
は

び
く
び
く
し
て
い
た
一
の
太
郎
、
元
々
は
生
も

の
が
大
好
物
で
す
。
「
こ
ぎ
ゃ
ん
や
す
か
根
競

べ
が
あ
る
も
ん
か
。
負
け
て
た
ま
る
か
。
」
と

ば
か
り
に
パ
ク
つ
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
日
は

勝
負
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
根
競
べ
は
、
二

日
、
三
日
、
四
日
と
続
き
ま
し
た
。
伝
内
さ
ん

も
、
毎
日
こ
り
も
せ
ず
に
食
べ
て
い
ま
す
。
五

日
目
、
六
日
目
と
も
な
る
と
一
の
太
郎
の
の
ど

元
が
〝
え
ご
う
〞
な
っ
て
き
ま
し
た
。
（
え
ご

う
と
は
方
言
で
、
苦
味
に
よ
り
の
ど
が
ひ
り
ひ

り
し
て
い
が
ら
っ
ぽ
く
な
る
こ
と
。
え
ぐ
い
、

え
が
ら
っ
ぽ
い
と
も
い
い
ま
す
。）
一
の
太
郎
は
、

七
日
目
に
は
、
え
ご
う
し
て
え
ご
う
し
て
た
ま

ら
ず
、
と
う
と
う
参
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
根

競
べ
は
伝
内
さ
ん
の
勝
ち
で
す
。
勝
っ
た
伝
内

さ
ん
は
一
の
太
郎
に
、
「
人
様
に
悪
さ
を
し
な

い
こ
と
。
こ
ど
も
た
ち
を
水
難
か
ら
守
る
こ
と
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
。
」
と
言
い
つ
け
ま

し
た
。
一
の
太
郎
は
、
今
ま
で
の
罪
を
わ
び
て
、

言
い
つ
け
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
川
に
帰
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
井
口
川
で
水
死
す
る
人
も

無
く
、
川
は
き
れ
い
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か

危
な
い
大
石
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
（
伝
内
さ
ん
の
の
ど
は
何
と
も
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。）

　

そ
う
そ
う
、
伝
内
さ
ん
が
食
べ
た
竹
の
子
の
ほ

う
だ
け
、
み
ん
な
湯
が
い
て
あ
っ
た
そ
う
な
・
・
・
。

免
田
町
史
第
１
巻
よ
り

（
文
責　

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
班　

北
川
賢
次
郎
）

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ

さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮
し
、

本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
19
年
３
月
１
日
〜
３
月
末

日
受
付
分
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

校
区　

寄
附
者　
　
　

故
人

岡
原　

丸
尾
一
夫　
　

丸
尾　

存

上　
　

古
賀
洋
一　
　

古
賀
ミ
ヤ
子

深
田　

溝
部
美
知
代　

溝
部
啓
介

免
田　

畠
山
み
ち
子　

畠
山
末
喜

岡
原　

田
中
文
子　
　

田
中
已
辰

免
田　

犬
童　

峯　
　

犬
童
滿
盛

須
恵　

坂
口
伊
喜
男　

坂
口
サ
ヨ

岡
原　

大
手
文
子　
　

大
手
久
人

岡
原　

井
本
さ
つ
子　

権
藤
ツ
ヤ
子

岡
原　

森　

茂
邦　
　

森　

聖
子

上　
　

豊
永
宗
久　
　

豊
永
オ
モ
子

岡
原　

北
川
良
照　
　

北
川
ス
マ
コ

岡
原　

中
村
寿
美
枝　

中
村
美
歳

上　
　

早
川
宗
彰　
　

早
川
ミ
ヤ
コ

一
般
の
寄
附

多
良
木
地
区
交
通
安
全
協
会　

須
恵
支
部

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご存知ですか？交通災害共済制度
交通事故にあったとき見舞金を受けられます。

掛　金
全額町が負担していますので、個人の掛金はいりません

災害見舞金
区　分　　　　　　災害の程度　　　　　　　金　額
１等級　　死　亡　　　　　　　　　　　  100,000 円
２等級　　180 日以上の治療を要した傷害　 50,000 円
３等級　　90 日　　　　〃　　　　　　　　30,000 円
４等級　　30 日　　　　〃　　　　　　　　15,000 円
５等級　　10 日　　　　〃　　　　　　　　10,000 円

（注）ただし、治療のない期間が 30 日を越える場合は、その
期間を除きその前と後の期間を合算した日数が対象となります。

見舞金を支払わない場合
・請求が事故発生の日から１年を経過したとき。
・自殺、無免許運転、飲酒運転（量の多少を問わず）、故意、

天災、その他これに類するもの。
交通事故にあったら
　警察署へ事故の届け出をされ、すぐ役場へご相談ください。
※自動車安全運転センターの交通事故証明書の添付がないもの

はお支払いができませんので、ご注意ください。
請求手続き
・治療（入院・通院）がすんだら（長期の場合は 180 日経過時

点で）ただちに役場に申し出て、必要な書類を作成し請求し
てください。

お問い合わせ先
　あさぎり町　総務課　総務班　☎４５-１１１１

き
と
う

こ
ん
く
ら
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僕
が
毎
月
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
く
中
で
、

一
番
の
支
え
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
『
町
民
の
方
か
ら
頂
く
声
』
で
し
た
。

町
内
に
出
か
け
た
時
や
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
所
で
「
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す
。」
と
か
「
毎

月
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
」
な
ど
と
、
声
を

か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
度
に
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
頂

く
事
で
『
ま
た
読
み
た
い
。
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
記
事
を
書
こ
う
』
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、
こ

の
『
町
民
の
方
か
ら
頂
く
声
』
は
何
よ
り
も

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
「
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
読
ん
で
く
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
中
途
半

端
な
気
持
ち
で
記
事
を
書
く
事
は
許
さ
れ
な

い
。
」
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

僕
は
こ
の
時
、
こ
の
２
つ
の
気
持
ち
を
同
時

に
感
じ
る
事
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
か

ら
先
の
記
事
を
書
く
事
を
前
号
の
最
後
で
述

べ
た
よ
う
に
『
自
然
に
取
り
組
む
』
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

僕
は
小
学
生
の
頃
か
ら
本
を
読
む
事
が
好

き
で
し
た
。
特
に
『
国
語
の
教
科
書
の
朗
読
』

が
宿
題
に
出
さ
れ
る
と
、
何
度
も
読
ん
で
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
本
屋
を
の
ぞ

く
の
が
好
き
で
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
（
分
野
）
の
本
を
買
っ
て

読
む
の
で
す
が
、
今
僕
が
一
番
関
心
を
持
っ

て
読
ん
で
い
る
ジ
ャ
ン
ル
は
『
小
説
』
で
す
。

小
説
に
は
話
の
展
開
の
お
も
し
ろ
さ
だ
け
で

な
く
、
読
む
人
を
そ
の
世
界
に
引
き
込
ま
せ

る
と
い
う
独
特
の
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
の
で

す
。
ま
た
、
最
近
は
自
分
と
同
世
代
の
作
家

が
増
え
、
話
の
内
容
に
共
感
で
き
る
作
品
が

多
く
な
っ
た
と
い
う
の
も
理
由
の
１
つ
で
す
。

僕
の
好
き
な
作
家
の
１
人
に
『
村
山
由
佳
』

と
い
う
人
が
い
ま
す
。
以
前
、
彼
女
が
出
演

し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
を
み
て
い
た
時
、
そ

の
後
の
コ
ラ
ム
を
書
く
上
で
、
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
休

日
に
は
絶
対
に
机
に
向
か
わ
ず
、
頭
の
中
を

ゼ
ロ
に
す
る
。」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。『
頭

の
中
を
ゼ
ロ
に
す
る
』
と
い
う
言
葉
に
興
味

を
ひ
か
れ
、
番
組
を
見
進
め
て
い
く
と
、
彼

女
は
本
当
に
休
日
に
は
原
稿
を
書
く
事
を
一

切
や
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
一
体

何
を
や
っ
て
い
た
の
か
？
僕
は
そ
の
姿
を
見

た
時
、
驚
く
と
と
も
に
自
然
と
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
彼
女
は
休
日
に
な
る

と
、
近
所
に
住
む
友
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ

て
米
や
野
菜
作
り
に
汗
を
流
し
て
い
た
の
で

す
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
こ
う
す
る
理
由
は
『
頭

を
切
り
替
え
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
』
と

の
事
。
僕
は
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
や

る
事
な
ら
、
他
に
も
い
ろ
ん
な
事
が
あ
る
の

に
、
ど
う
し
て
農
作
業
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と

不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
答
え
を
聞
い
て
納
得
が
い
き
ま
し
た
。

取
材
に
来
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
が
「
な
ぜ
、

こ
の
仕
事
を
？
」
と
聞
く
と
、
彼
女
は
こ
う

答
え
た
の
で
す
。「
場
所
を
整
え
種
を
ま
き
、

水
や
肥
料
を
与
え
て
い
っ
て
、
の
ち
に
そ
の

苦
労
が
実
を
結
び
、
収
穫
の
喜
び
を
知
る
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
作
家
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か

ら
皆
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
、
本
を
買
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
道
と
同
じ

だ
と
思
う
か
ら
。
そ
れ
に
、
何
で
も
言
い
た

い
事
の
言
え
る
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と

安
心
し
て
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ん

で
す
。
」
僕
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、

何
だ
か
気
持
ち
が
と
て
も
楽
に
な
り
、
『
こ

れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
。
』
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
僕
に
は
書
く
事
を
忘
れ
、
作
業
に
一

生
懸
命
に
な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
る
彼
女
の

姿
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
見
え
た
し
、
こ
う

や
っ
て
仕
事
と
私
生
活
を
自
分
の
中
で
き
ち

ん
と
切
り
替
え
る
事
が
で
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
良
い
作
品
を
書
く
事
が
で
き
る
ん
だ
ろ

う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
文
章
を
書
く
事
が
大
好
き
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
『
書
く
事
が
好
き
だ
か
ら
』

と
い
う
理
由
だ
け
で
や
っ
て
よ
い
よ
う
な
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
頃
は
不
安
な
事

ば
か
り
で
し
た
。
中
に
は
、
内
容
が
わ
か
り

に
く
い
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

僕
自
身
の
体
験
・
思
い
を
記
事
に
す
る
事
で

文
面
を
通
し
て
体
や
心
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
の
事
、
町
の
状
況
を
知
っ
て

も
ら
い
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
と

い
う
思
い
で
書
い
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
ん

な
に
長
く
続
け
る
事
が
で
き
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
を
も
ち
ま
し
て
こ
の
コ
ラ
ム
を
終
了

さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

１
年
８
ヶ
月
も
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
読
み
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
僕
に
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
あ
さ
ぎ
り
町
の
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

☆小口さんは小児マヒで両足

に障害があり、生活の中で車

椅子が欠かせません。このコ

ーナーでは、小口さんの視点

から日頃感じられることなど

をコラムで紹介いたします。

これまでを振り返って②
（最終回）

小口 誠之さん（寺池）
た か し
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心配ごと相談会開催
　下記の日程で心配ごと相談会が開催されます。

いろいろな心配ごとや悩みごとなどありましたら、

お気軽にご相談ください。

日 　 時　５月 16 日 ( 水 ) 午前 10 時～午後３時

場 　 所　熊本地方・家庭裁判所人吉支部

　　　　　　人吉市寺町１番地　☎２３-４８５５

相 談 員　弁護士、調停委員、裁判所及び法務

局の職員

相 談 内 容　一般法律問題、家庭問題、金銭問題、

交通事故問題等

▲

第19回熊本県シルバー囲碁・将棋
大会参加者募集

　熊本県さわやか長寿財団で、平成 19 年度熊本
県高齢者スポーツ・文化の集い「シルバー囲碁・
将棋大会」が開催されます。皆様のご参加をお待
ちしております。

参加資格　県内在住で、60 歳以上の方（昭和 23
年 4 月 1 日以前に生まれた方）でアマ
チュアの方

申込期間　平成 19 年４月９日から５月７日まで
大会期日　平成 19 年６月 15 日（金）
場　　所　熊本市産業文化会館
種　　目　【囲碁】 男子上級の部（４段以上）
　　　　　　　　　男子中級の部（３段・２段）
　　　　　　　　　男子初級の部（初段以下）
　　　　　　　　　女子上級の部（初段以上）
　　　　　　　　　女子一般の部（初級以下）
　　　　　【将棋】 上級の部（２段以上）
　　　　　　　　　一般の部（初段以下）
参 加 費　500 円
募集定員　囲碁 170 人（男性 140 人、女性 30 人）

将棋 70 人
申込方法　所定の申込書により、郵送又はＦＡＸ

等で熊本県さわやか長寿財団へお申し
込みください。ホームページからもお
申し込みできます。（申込書は役場健康
福祉課高齢総合班へお尋ねください。）

注　　意　定員を超えた場合は、主催者で抽選を
行い決定されます。

お問い合わせ先
　財団法人熊本県さわやか長寿財団
　　☎ 096-354‐3083　fax096-354-3103
　あさぎり町　健康福祉課　高齢総合班
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 45-7215

▲

第19回熊本県シルバー作品展
出品者募集

　熊本県さわやか長寿財団で、平成 19 年度熊本

県高齢者スポーツ・文化の集い「シルバー作品展」

が開催されます。皆さん、力作をぜひ出品してみ

ませんか。

参加資格　県内在住で、60 歳以上の方（昭和 23

年 4 月 1 日以前に生まれた方）

出品作品　①出品部門は日本画、洋画、写真、書、

彫刻、工芸部門です。

　　　　　②出品者により創作されたもので、他

の作品コンクール等に出品したこと

がないものとします。

　　　　　③全部門共通で１人１点となります。

申込期間　平成 19 年４月９日から６月 29 日まで

作品搬入日　平成 19 年７月 24 日（火）午前 10 時

から午後３時まで（時間厳守）

展示期間　平成 19 年８月 21 日から８月 26 日まで

展示会場　熊本県県立美術館分館

出 品 料　500円（作品搬入日にお支払いください。）

申込方法　所定の申込書により、郵送又はＦＡＸ

等で熊本県さわやか長寿財団へお申し

込みください。ホームページからもお

申し込みできます。（申込書は役場健康

福祉課高齢総合班へお尋ねください。）

注　　意　申込期間中は作品搬入の受付はいたし

ませんのでご注意ください。

　　　　　出品規格については、パンフレット（申

込書）・ホームページ等でよくご確認の

うえ、お申し込みください。

お問い合わせ先

　財団法人熊本県さわやか長寿財団

　　　　☎ 096-354‐3083　fax096-354-3103

　あさぎり町 健康福祉課 高齢総合班　☎ 45-7215

▲

農家の皆様へ
　使用済み農業用ビニール・ポリフィルムなどの
廃プラスチック類は、「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」に基づき、使用した事業者〈農家〉が
適正に処理することが義務付けられています。
　このため、市町村協議会や農協単位の収集体制
を活用して、地域ぐるみで全量を適正に処理しま
しょう。
　なお、野外焼却〈野焼き〉や不法投棄は、同法
より禁制されています。野外焼却〈野焼き〉や不
法投棄を発見した場合は、速やかに人吉保健所（☎
２２－３１０７）へご連絡ください。

▲

〈主な農業関係のプラスチック類〉

園芸施設用被覆フィルム

肥料袋

防風〈防虫〉ネット

液肥容器

育苗ポット

甘夏ポリ袋

畜産飼育用ラッピングフィルム

ハウスバンド

寒冷紗

防水シート〈ブルーシート〉

アゼナミ

果樹用マルチ

たばこ用マルチ

レタス包装紙
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～絵本は子どもにとって宝箱です。
　　　　こころも豊かになります。～

　あさぎり町では、２ヶ月に１回行われる９ヶ月

児健診の待ち時間を利用して、絵本との出会いや

きっかけづくりをお手伝いしていただくボランテ

ィアの方を募集します。

　お母さんや赤ちゃんと絵本を介してふれあったり、

読み聞かせをしていただける方、興味のある方ど

なたでも結構です。

＊９ヶ月児健診 - 偶数月最終週の水曜日、午後

１時から３時 30 分頃まで

★お申し込み・お問い合わせ先

　　　　あさぎり町教育委員会　社会教育班

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 45-7227

　犬に育てられたライオンの運命は・・・親と子
の愛を描く、感動の物語！
■　影絵劇「やさしいライオン」　原作 / やなせたかし
　　同時上演「おむすびころりん」「うたうシルエット」

平成 19 年４月 30 日（月）　振替休日
午後１時 30 分開場　　午後２時開演
主催　あさぎり町教育委員会

　　　　　　　　　お問い合わせ先
　　　　　　　　　　あさぎり町須恵文化ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 45-5511

▲

人吉球磨さわやか大学の学生を
募集しています

　年間 10 回程度の講座で、毎回テーマは異なり

ます。健康づくりや生きがいづくりを学ぶ学生を

募集しています。

入学資格　人吉球磨に居住している 60 歳以上の

方

講座内容　地域の歴史及び文化・ボランティア入門・

健康づくり・レクリエーションその他

日　　時　原則として毎月第３月曜日（休日の場合

は火曜日）午後１時 30 分～３時 30 分

場　　所　人吉福祉センターまたは、人吉東西コ

ミュニティセンター

定　　員　先着 100 人

受 講 料　年額４，０００円（２回分割）

　　　　　入学金１，０００円

申込方法　ハガキに住所・氏名・生年月日・連絡

方法（電話等）を記入し５月 10 日ま

でに下記まで郵送してください。

〒 868-0057　人吉市土手町 19-2　永井方
　　　　　　　　　　さわやか大学事務局

　　　　　お問い合わせ先

　　　　　　さわやか大学事務局　☎ 22-3444

▲

あさぎり町須恵文化ホール自主文化事業

人吉影絵劇サークル
「まつぼっくり」新作発表会

▲

統計調査にご協力ください！

ボランティア募集のお知らせ

☆ 平成１９年国民生活基礎調査

　保健・医療・福祉・年金・所得等国民生活の基

礎的事項を調査し、厚生労働行政の企画及び立案

に必要な基礎資料を得るとともに、各種調査の調

査客体を抽出するための親標本を設定することを

目的としたものです。６月７日調査日で、あさぎ

り町から無作為に選ばれた１地区が調査の対象です。

　　　　お問い合わせ先

　　　　　人吉保健所　総務企画課　☎ 22-3107

☆ 平成１９年商業統計

　商業の実態を明らかにし、国や都道府県・市町

村における流通産業施策の基礎資料となるものです。

卸売業・小売業を含む全ての商業事務所が対象に

なります。６月１日調査日で、５月中旬以降調査

員が各事業所に伺います。

お問い合わせ先

　熊本県　統計調査課　　　 　☎ 096-333-2177

　あさぎり町　総務課　企画財政班　☎ 45-7211

▲

赤ちゃんと絵本で遊ぼう！！

入場料　無料
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5月

皐月
さつき

　旧暦5月を皐月（さつき）と呼び、この月は田植えをする月であることから「早
苗月（さなへつき）」と言っていたのが短かくなったものです。また「皐月」は
花の名前となっています。また、「菖蒲月（あやめづき）」の別名もあります。
　なお、旧暦の五月は新暦では6月から7月に当たり、梅雨の季節であり、五月雨（さ
みだれ）とは梅雨の別名で、五月晴れ（さつきばれ）とは本来は梅雨の晴れ間の
ことです。
　欧米での呼び名であるMayはローマ神話で豊穣を司る女神マイア(Maia)の名にち
なむといわれています。
　　　☆ 誕生石－エメラルド
　　　☆ 星  座－牡牛座（～５月２１日）、双子座（５月２２日～）
　　　☆ 誕生花－カーネーション、スズラン、ショウブ

本 庁 舎 �

総務課・総務班 45-1111

総務課・企画財政班 45-7211

税務課　　　　 45-7212

町民課　　　　 45-7213

会計課　　　　 45-7224

教育委員会・学校教育班 45-7226

教育委員会・社会教育班 45-7227

東 庁 舎 �

環境整備課・建設班 45-7221

環境整備課・水道班 45-7222

環境整備課・下水道班 45-7223

環境整備課・環境保全班 45-7217

産業振興課・農業振興班 45-7218

産業振興課・林業振興班 45-7219

産業振興課・商工観光班 45-7220

農業委員会　　　 45-7225

総合福祉センター�

健康福祉課・福祉班 45-7214

健康福祉課・高齢総合班 45-7215

健康福祉課・健康増進班 45-7216

健康福祉課・保健指導班 45-5133

健康福祉課・地域包括支援センター 45-7231

球磨郡障害認定審査会 45-3920

健康福祉課・救護施設班 45-6668

各 支 所 等 �

議会事務局　　 47-0312

上支所　　　　 47-0311

岡原支所　　　 45-2222

須恵支所　　　 45-1121

深田支所　　　 45-1133

学校給食センター 43-1733

社会福祉協議会 49-4505

(土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎日直へ転送されます。）

(町のホームページでも検索できます）

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認下さい。

水 道 当 番 店
期　日 上 免　田 岡　原 須　恵 深　田

４月29日～
　 ５月５日

５月27日～
　 ６月２日

５月６日～
　　　12日

５月13日～
　　　19日

５月20日～
　　　26日

白崎商店 
　　　　45-0966

豊永工務店  
　　　　47-0306

(有）橋本建設 
　　　　45-4778

橋本ポンプ店 
　　　　45-0678

松岡建設 
　　　　47-0419

松岡水道設備 
　　　　45-4771

（有）今井建設  
　　　　45-1184

高田電気水道工事商会 
　　　　45-0822

（有）皆越電気工業 
　　　　45-1493

松岡水道設備 
　　　　45-4771

高尾建設 
　　　　45-0328

（有）竹本水道設備  
　　　　45-1700

松本電気設備 
　　　　45-3565

坂本電気商会 
　　　　45-0550

高尾建設 
　　　　45-0328

（株）恒松組 
　　　　45-4384

谷川電気商会  
　　　　45-4024

（株）恒松組 
　　　　45-4384

谷川電気商会 
　　　　45-4024

（株）恒松組 
　　　　45-4384

（有）竹田工務店 
　　　　45-4094

橋口建設（有）  
　　　　45-0764

（有）橋爪建設 
　　　　45-2467

（株）栄建設 
　　　　45-0176

（有）竹田工務店 
　　　　45-4094

休 日 在 宅 当 番 医
期　日 上球磨 中球磨 その他地域 小児科

５月３日
渡辺医院（多良木町） 
　　　　　　42-2541

５月４日
横山医院（多良木町） 
　　　　　　42-2132

５月５日
仁田畑クリニック（多良木町） 
　　　　　　42-1123

５月６日
井口医院（多良木町） 
　　　　　　42-5570

５月 13 日
東病院（あさぎり町） 
　　　　　　45-5711

５月 20 日
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） 
　　　　　　43-0777

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） 
　　　　　　45-8001
岩井クリニック（あさぎり町） 
　　　　　　49-2181
桑原医院（あさぎり町）
　　　　　　45-0205
高田内科医院（錦町） 
　　　　　　38-3677
田中医院（錦町） 
　　　　　　38-0061
深水内科医院（錦町） 
　　　　　　38-3221

堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市） 
　　　　　　22-2251
たかはし小児科内科医院（人吉市） 
　　　　　　24-2222
公立多良木病院（多良木町）
　　　　　　42-2560
増田クリニック（人吉市） 
　　　　　　22-3570
やまむら医院（あさぎり町） 
　　　　　　45-0005
人吉総合病院小児科（人吉市） 
　　　　　　22-2191

５月 27 日
古城病院（水上村）
　　　　　　44-0321

酒瀬川内科（錦町） 
　　　　　　38-0050

公立多良木病院（多良木町） 
　　　　　　42-2560
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あさぎり町５月行事予定表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

軽自動車税納期限

上下水道使用料納入期限（４月分）

年金相談日：多良木町役場　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付）

憲法記念日

みどりの日　人吉球磨クリーンプラザ臨時会場（8:30～17:00）

こどもの日

リサイクルの日（岡原）

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付）

無料法律相談：岡原保健センター（13:00～16:00予約制）

思春期・子育て相談（岡崎臨床心理士）：免田保健センター（13:00～18:00要予約）

春の全国交通安全運動（～５月20日）

せきれい館自主事業　人形芝居かすぺる公演「ぶんぶく茶がま」（14：30開演）

体育大会（上・免田・岡原中学校）
リサイクルの日（免田）

育児相談日：免田保健センター（9:30～11:30受付）

年金相談日：人吉総合病院　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付）
献血：岡原支所（ふれあい温泉　温華乃遥）（9:00～11:30）

松くい虫防除：深田松林（5:30～　雨天延期）

 球磨川サイクリングロード全線開通記念イベント：向町河川公園（11:00～）
リサイクルの日（上）

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付）

転倒予防教室：上保健センター（10:00～11:30）

固定資産税（第１期）口座振替日

百太郎溝土地改良区費（前期）口座振替日

農業委員会総会：東庁舎北側会議室（13:30～16:00）

パラグライディングアキュラシージャパンリーグイン熊本あさぎり：白髪岳周辺（～27日）

リサイクルの日（須恵・深田）

転倒予防教室：上保健センター（10:00～11:30）

固定資産税（第１期）納期限

百太郎溝土地改良区費（前期）納期限

上下水道使用料納入期限（５月分）

保育料納期限（５月分）

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

税務課

環境整備課　水道班

町民課

環境整備課　環境保全班

環境整備課　環境保全班

健康福祉課　保健指導班

社会福祉協議会

健康福祉課　保健指導班

総務課　　　総務班

教育課　　　社会教育班

教育課　　　学校教育班
環境整備課　環境保全班

健康福祉課　保健指導班

町民課
健康福祉課　健康増進班

産業振興課　林業振興班

環境整備課　環境保全班

健康福祉課　保健指導班

健康福祉課　保健指導班

税務課

税務課

農業委員会

産業振興課　商工観光班

環境整備課　環境保全班

健康福祉課　保健指導班

税務課

税務課

環境整備課　水道班

健康福祉課　福祉班

※行事等は、変更になる場合があります。

日 曜日 お問い合わせ先主 な 行 事 予 定 等
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行政区紹介45

『 吉 井 住 宅 』
　吉井住宅地区は、人口２６０人、世帯数１００戸（H19.4.1 現在）

が暮らす行政区で、亀の甲団地と下道団地で構成されている地区で

す。

　今年度から木々川さだ子さんが区長に就任され、町内では初とな

る女性区長が誕生しました。木々川さんは「私が区長をすることで

私にできたんだからと今後気軽に役を担ってくれればと思い引き受

けました。役員や誰かに任せっぱなしにせずに、住民みんなで協力

し合い、みんなが行動する地区になればと思います。」と話しました。

亀の甲団地

区長　木々川さだ子さん

あとのまつり　編集後記

あしひきの山桜花　日並べて　かく咲きたらば　いと恋ひめやも

詠人：山部赤人
　この万葉集は「もしも桜が何日も咲いているのだったら、

こんなに恋しいとは思わなかったでしょうに。」という意

味だそうです。この編集後記を考えているとき、ふと外を

見ると桜が春風に煽られて、今にも散りそうな景色が目に

飛び込んできました。この号が発行されているころは、葉

桜でしょうね。来年の桜（もしくは花見酒）を楽しみに待

ちたいと思います。（ペ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　平成１７年１０月号から今号まで２０回にわたり寄稿い

ただきました小口さんのコラムが、今号（１９Ｐ掲載）を

もって終わることとなりました。一人の町民として、一人

の青年として、一人の身体障害者としてコラムを書いて頂

きました。福祉係から町の広報紙に障害者の理解をより深

めるため、また青年団活動に熱心に取り組む青年として紹

介してはどうかと話があり、新聞や雑誌にも取り上げられ

ました。私自身このコラムを通じて人との接し方などを教

えられました。人に自分の考えを伝えることはとても難し

く勇気のいることだと思います。毎月一言一句頭を悩ませ

寄稿頂きました事に感謝申し上げ、編集者として一読者と

してお礼の言葉といたします。ありがとうございました。（千）

　　　　　　（４月１日現在）

総数：17,637 人／世帯数 5,752 戸

　男：8,304 人／女：9,333 人

　キンポウゲ科リュウキンカ属の多年草である「リ

ュウキンカ」はあさぎり町の町花で、昭和４９

年に免田町の天然記念物に指定され、町内が自

生の南限といわれています。

　例年よりも早く咲き始め、可憐な黄色い花が

町民に「希望の春」を告げてくれます。

　４月中旬頃満開を迎えます。

あさぎり町の花
「リュウキンカ」が咲きました！

あさぎり町の人口

き き か わ

やまざくらばな ひなら

やまべのあかひと


